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(57)【要約】
【課題】煩雑な操作を不要とし、超音波画像が見づらく
なるという問題も解消した超音波診断装置を提供する。
【解決手段】超音波診断画像を表示する表示手段１と、
前記表示手段に表示した画像の少なくとも一部を切り出
して表示し、表示された画像に対して計測領域及び所定
の計測方法の指示を受付ける表示・受付手段２と、前記
表示・受付手段から受付けたコマンドの種類を判定する
コマンド解析手段４と、前記表示・受付手段に表示する
超音波診断画像の表示領域を決定するエリア確定手段６
と、前記表示・受付手段に表示する前記超音波診断画像
の縮小又は拡大するズーム確定手段５と、前記表示手段
と前記表示・受付手段に計測用のグラフィック情報を表
示するグラフィック表示手段７と、前記表示・受付手段
により受け付けた計測領域及び計測方法に基づき計測結
果を算出する計測結果算出手段８とを備えた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に超音波信号を送受信して得られた受信信号から超音波診断画像を生成して表示
する表示手段を有し、前記表示手段に表示された超音波診断画像を用いて関心領域につい
て所定の計測を行う超音波診断装置において、
　前記表示手段に表示した画像の少なくとも一部を切り出して表示し、表示された画像に
対して計測領域及び所定の計測方法の指示を受け付ける表示・受付手段と、
　前記表示・受付手段にて受け付けたコマンドの種類を判定するコマンド解析手段と、
　前記表示・受付手段に表示する前記超音波診断画像の少なくとも一部の表示領域を前記
コマンド解析手段にて受け付けたコマンドの種類により決定するエリア確定手段と、
　前記表示・受付手段に表示する前記超音波診断画像の少なくとも一部の表示領域を前記
コマンド解析手段により受け付けたコマンドの種類により縮小又は拡大するズーム確定手
段と、
　前記表示手段と前記表示・受付手段に計測用のグラフィック情報を表示するグラフィッ
ク表示手段とを、
　備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記表示・受付手段はタッチパネルで構成されており、前記表示・受付手段に表示され
ている超音波診断画像の計測領域及び計測方法を前記タッチパネルにより指示できる機能
を備えた請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記表示・受付手段にて受け付けた計測領域及び計測方法に基づき計測結果を算出する
計測結果算出手段を備え、前記表示手段は、前記グラフィック表示手段により前記表示・
受付手段で受け付けた計測領域とその計測領域の前記計測結果算出手段による計測結果を
表示する請求項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記表示・受付手段は前記タッチパネルからの全ての指示を無効及び有効にするロック
機能を有する請求項１から３のいずれか１つに記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記表示手段と前記表示・受付手段は１つの筺体内に近接して設けられた構成を有する
請求項１から４のいずれか１つに記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネル付き表示装置に表示されている超音波診断画像から関心領域を
指定することでその大きさなどを計測できる超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置を用いて得られた画像の計測を行う場合、キーボード、マウス又
はトラックボールなどの座標入力装置を用いてディスプレイに表示されている画像上から
計測を行うための関心領域を特定し、関心領域の座標情報にもとづいて演算装置によって
関心領域である患部の大きさなどの計測を行うことが一般的である。また、図３に示すよ
うに、タッチパネル付き表示装置に表示される超音波診断画像から関心領域を指で指定す
ると、ものさしが表示されるように構成されているものもある（例えば下記の特許文献１
参照）。
【特許文献１】特開平４－５４６２９号公報（第２頁右上欄２行目～17行目）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、キーボード、マウス又はトラックボールなどの座標入力装置を用いて計
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測する範囲を指定する方法では、その操作が煩雑であるという問題がある。また、ものさ
し表示をする計測方法では、表示画面の超音波画像領域を指で直接触れるため、表示画面
上に指紋や汚れが付着しやすく、超音波画像が見えづらくなるとともに目視で計測するた
め結果が直感的にわかりにくいという問題もあった。
【０００４】
　本発明は、上記従来の問題を解決するためになされたもので、煩雑な操作を必要とする
ことなく、正確に計測結果を導き出すことができ、かつ、超音波診断画像の表示部分に付
着する指紋や汚れを防ぐことで超音波画像が見づらくなるという問題も解消し、ひいては
関心領域を正確に指定できることにより、超音波診断における計測処理の精度と効率を向
上させることができる超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の超音波診断装置は、被検体に超音波信号を送受信して得られた受信信号から超
音波診断画像を生成して表示する表示手段を有し、前記表示手段に表示された超音波診断
画像を用いて関心領域について所定の計測を行う超音波診断装置において、前記表示手段
に表示した画像の少なくとも一部を切り出して表示し、表示された画像に対して計測領域
及び所定の計測方法の指示を受け付ける表示・受付手段と、前記表示・受付手段にて受け
付けたコマンドの種類を判定するコマンド解析手段と、前記表示・受付手段に表示する前
記超音波診断画像の少なくとも一部の表示領域を前記コマンド解析手段にて受け付けたコ
マンドの種類により決定するエリア確定手段と、前記表示・受付手段に表示する前記超音
波診断画像の少なくとも一部の表示領域を前記コマンド解析手段により受け付けたコマン
ドの種類により縮小又は拡大するズーム確定手段と、前記表示手段と前記表示・受付手段
に計測用のグラフィック情報を表示するグラフィック表示手段とを備えたことを特徴とす
るものである。
【発明の効果】
【０００６】
　このように、超音波診断画像を表示する表示手段と計測処理を指示する表示・受付手段
とを別々に備えたことで、表示手段には指紋の付着などの汚れを防ぐことができて超音波
診断画像や計測結果の表示が見づらくなるという問題を解消することができる。また、超
音波画像を拡大又は縮小するズーム確定手段を有することにより関心領域を正確に指定す
ることができて、煩雑な操作を必要とすることなく、正確な計測結果を導き出すことがで
き、超音波診断における計測処理の精度と効率を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明の実施の形態について、図面を用いて以下に説明する。図１は、本発明に係る超
音波診断装置のブロック図であり、本発明の実施の形態の超音波診断装置は、超音波診断
画像を表示する表示手段１と、超音波診断画像を表示するとともにオペレータからの指示
を受け付けるためのタッチパネルを備えた表示・受付手段２と、表示・受付手段２に超音
波診断画像を表示する画像表示手段３と、表示・受付手段２で指示された各種のコマンド
を判定するコマンド解析手段４と、表示・受付手段２に表示する超音波診断画像を縮小又
は拡大する倍率を決定するズーム確定手段５と、表示・受付手段２に表示する表示領域を
決定するエリア確定手段６と、表示手段１と表示・受付手段２に計測用のグラフィック情
報を表示するグラフィック表示手段７と、各種の計測方法に基づいて長さや面積などを算
出する計測結果算出手段８と、本発明の実施の形態に係る超音波診断装置全体の動作をデ
ータバスを介して制御するＣＰＵ９と、超音波診断画像の情報を得るための設定・操作を
支持するための操作卓１０とから構成されている。
【０００８】
　超音波診断装置における各種の計測機能を起動するためのボタンは、通常、操作卓１０
あるいは表示・受付手段２に配置されている。以下に、表示・受付手段２を構成するタッ
チパネルにより各種計測モードが指示できる場合の実施例で説明する。また、以下に説明
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する各種の画像操作は、操作卓１０により患者を診断しながら行うことができるが、画像
データを保存しておき、所定の診断が完了した後に得られた画像を見ながら以下の画像操
作を行うことも可能である。
【０００９】
　ここで、表示・受付手段２に設けられているタッチパネルには複数個の感圧素子がＸ－
Ｙ方向の二次元方向に配列されており、オペレータが操作用タッチパネルを介してタッチ
パネルと一体となっている表示部に表示された操作用ボタンの位置を指で触れると、それ
を感圧し、その位置情報はＸＹ座標データに変換されて出力される。すなわち、オペレー
タが操作用タッチパネルの計測方法選択ボタンに触れると、そのＸＹ座標データはデータ
バスを介してＣＰＵ９に出力される。ＣＰＵ９は入力されたＸＹ座標データからコマンド
解析手段４で計測起動用ボタンが押圧されたことを認識するとＣＰＵ９は超音波診断装置
のモードを計測モードへ切り替える。
【００１０】
　図２は図１に示された表示手段１と表示・受付手段２の表示画面を示しており、図２に
示すように、表示手段１に表示されている超音波診断画像の一部分の画像領域が表示・受
付手段２の表示画面に表示されている。すなわち、表示手段１の画像データはデータバス
を介してエリア確定手段６により所定の領域に切り出され、画像表示手段３を介して切り
出した超音波診断画像がタッチパネルと一体に構成されている表示部に表示される。また
、計測するために必要な計測方法選択ボタン１１などの操作ボタンが表示部の周辺に表示
されている。ここで、ＣＰＵ９は表示・受付手段２の操作により出力される次の計測コマ
ンドの入力を待つ。
【００１１】
　以下に距離計測をする方法について説明する。オペレータの操作により表示・受付手段
２から出力される計測コマンドをＣＰＵ９が待っている状態において、オペレータが操作
用タッチパネルと一体の表示部に表示された計測方法選択ボタン１１の中から距離計測を
する選択ボタンの位置を押圧し、続いて、表示されている超音波診断画像の任意の位置に
触れると、ＣＰＵ９は入力されたＸＹ座標データからコマンド解析手段４により距離計測
コマンドが起動されたと認識して、その後の最初に触られた位置を距離計測の始点として
認識し、表示手段１と表示・受付手段２に表示されている超音波診断画像に、グラフィッ
ク表示手段７により距離計測の始点を示すクロスマーカーを合成して表示し、表示・受付
手段２から送られてくる次のＸＹ座標データを待つ。
【００１２】
　再度、オペレータが表示・受付手段２のタッチパネルの表示部に表示された超音波診断
画像の任意の位置を触れると、ＣＰＵ９は入力されたＸＹ座標データからコマンド解析手
段４によりその位置が距離計測の終点であると認識して、表示手段１と表示・受付手段２
に表示されている超音波診断画像上にグラフィック表示手段７を用いて距離計測の終点を
示すクロスマーカーを表示するとともに、計測結果算出手段８により始点と終点のＸＹ座
標データからその座標間の距離を計算し、グラフィック表示手段７により表示手段１の画
面上に計測結果を表示する。
【００１３】
　次に、面積計測及びトレース計測の方法について説明する。オペレータの操作により表
示・受付手段２から出力される計測用コマンドをＣＰＵ９が待っている状態において、オ
ペレータが操作用タッチパネルと一体の表示部に表示された計測方法選択ボタン１１の中
から面積計測をする選択ボタンあるいはトレース計測をする選択ボタンに触れると、ＣＰ
Ｕ９はコマンド解析手段４により面積計測コマンド又はトレース計測コマンドが起動され
たことを認識し、表示・受付手段２から送られてくる次のＸＹ座標データを待つ。オペレ
ータは表示・受付手段２に表示されている超音波診断画像の中から面積又はトレース計測
したい任意の関心領域を指でなぞると、ＣＰＵ９は連続的に送付されてくるＸＹ座標デー
タからコマンド解析手段４を使って、オペレータが指定した領域を算出し、表示手段１と
表示・受付手段２に表示されている超音波診断画像上にグラフィック表示手段７を用いて
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ドットラインでオペレータが指定した領域を描画する。オペレータの領域指定が終わり、
表示・受付手段２に表示されている計測確定／やり直しボタン１４の計測確定ボタンの位
置を押圧すると、ＣＰＵ９はＸＹ座標データからコマンド解析手段４により指示の受け付
けが終了したと認識し、計測結果算出手段８で所定の演算が行われてオペレータが指定し
た計測領域のＸＹ座標データをもとに面積又はトレースを算出し、グラフィック表示手段
７を介して表示手段１に計測結果を表示する。また、指定領域を訂正したい場合は、計測
確定／やり直しボタン１４のやり直しボタンの位置を押圧すれば、指定領域はクリアされ
て改めて領域指定が可能となる。
【００１４】
　本発明に係る超音波診断装置は、上記のように動作することによって、キーボード、マ
ウス又はトラックボールなどの座標入力装置を用いて煩雑な操作を必要としていた計測は
、タッチパネルを用いて指で計測領域を指定するというよりシンプルで直感的な方法で計
測が実施できることになるため、計測処理の効率が向上し、また、表示・受付手段２の操
作用タッチパネルの表示部に表示された超音波診断画像を見ながら計測領域を指定できる
ため、表示手段１に表示されている超音波診断画像には直接触れる必要はなく、従来の超
音波画像が見づらくなるという問題も解消できる。
【００１５】
　ここで、表示・受付手段２にはタッチパネルを用いていることから、指紋などによる汚
れを生ずるおそれがあるが、タッチパネルからの全ての入力を無効にできるロック機能を
設けておくことにより、掃除の際にはかかるロック機能を働かせて表面の汚れを取るよう
にすることができる。具体的な構成としては、タッチパネル面以外の箇所にスイッチを設
けてロック機能を設定又は解除できるようにするか、表示部に表示されている位置の離れ
たボタンを同時に押圧することで設定又は解除ができるようにすることもできる。
【００１６】
　また、表示手段１と表示・受付手段２は、表示・受付手段２により計測を指示し、その
結果を表示手段１に表示する構成であるため、近接した位置に配置されていることが望ま
しく、例えば、それぞれの表示部を液晶表示画面として図１に示す操作卓１０以外を１つ
の筺体内に納まるように小型化して構成することができる。
【００１７】
　以上説明したように、計測を行うためには、本発明の実施例では指先により計測位置を
指示しているが、表示・受付手段２に表示した超音波診断画像によっては、画像が小さい
などの理由により正確に位置を指示するのが難しい場合も考えられる。そこで、本発明に
よる超音波診断装置では表示する診断画像について必要に応じてズームやスクロールがで
きる機能を有している。
【００１８】
　すなわち、画像のズーム又はスクロール機能は、図２において表示・受付手段２の表示
部の周辺に設けられている画像ズーム用ボタン（Ｚｏｏｍ Ｉｎ/Ｏｕｔ）１３と画像スク
ロールボタン（Ｕｐ/Ｄｏｗｎ/Ｌｅｆｔ/Ｒｉｇｈｔ）１２を操作することで、表示手段
１に表示されている超音波診断画像からどの部分を切り出し、どの拡大倍率で表示・受付
手段２の表示部に超音波画像を表示するかを特定することができる。
【００１９】
　以下に表示・受付手段２に表示される超音波診断画像のズーム機能について説明する。
オペレータにより表示・受付手段２から出力される計測用コマンドをＣＰＵ９が待ってい
る状態において、オペレータが表示・受付手段２の表示部に表示された画像ズーム用ボタ
ン１３のＺｏｏｍ ＩｎあるいはＺｏｏｍ Ｏｕｔボタンに触れると、ＣＰＵ９はコマンド
解析手段４により Ｚｏｏｍ ＩｎあるいはＺｏｏｍ Ｏｕｔコマンドが起動されたことを
認識し、表示・受付手段２の表示部に現在表示している超音波診断画像に対してズーム確
定手段５により一定の倍率がかけられて、画像表示手段３を介して超音波画像を表示・受
付手段２の表示部に再描画するよう制御される。また、オペレータがＺｏｏｍ Ｉｎある
いはＺｏｏｍ Ｏｕｔを長押しした場合には、ズーム確定手段５により超音波診断画像に
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一定倍率をかけて、画像表示手段３により画像の再描画処理を繰り返し行うことで、連続
的に画像が拡大又は縮小して表示されるように制御される。
【００２０】
　また、本発明のズーム機能は、計測モード中であればいつでも動作できるように制御さ
れており、オペレータが距離・面積・トレース計測を実行中で、その計測がまだ完了して
いない状態でズーム機能を起動しても、設定した倍率に応じて計測用のクロスマーカーや
ドットラインの表示位置もズーム確定手段５とグラフィック表示手段７により再計算と再
描画が逐次なされ、超音波診断画像とクロスマーカーやドットラインの位置関係は常に整
合がとられるように制御されている。
【００２１】
　次に、表示・受付手段２の表示部に表示される超音波診断画像のスクロール機能につい
て説明する。表示・受付手段２から出力される計測用コマンドをＣＰＵ９が待っている状
態において、オペレータが表示・受付手段２の表示部に表示されている画像スクロール用
ボタン（Ｕｐ/Ｄｏｗｎ/Ｌｅｆｔ/Ｒｉｇｈｔ）１２のいづれかを指示すると、ＣＰＵ９
はコマンド解析手段４により画像スクロールコマンドが起動されたことを認識し、表示・
受付手段２の表示部に表示している超音波診断画像の切り出し位置にエリア確定手段６に
より一定のオフセットを掛けて、画像表示手段３によりその画像を表示・受付手段２の表
示部に再描画するように制御される。また、オペレータが画像スクロール用ボタン（Ｕｐ
/Ｄｏｗｎ/Ｌｅｆｔ/Ｒｉｇｈｔ）１２のいずれかを長押しした場合は、エリア確定手段
６により一定のオフセットを掛け、画像表示手段３により画像の再描画処理をボタンが押
されている間は繰り返し行うことで、連続的に画像がスクロールできるように制御される
。
【００２２】
　また、本発明のスクロール機能は、計測モード中であればいつでも動作できるように制
御されており、距離・面積・トレース計測を実行中であり、その計測がまだ完了していな
い状態でオペレータがスクロール機能を起動しても、スクロール量に応じて計測用のクロ
スマーカーやドットラインの表示位置もエリア確定手段６とグラフィック表示手段７によ
り再計算と再描画がなされ、超音波診断画像とクロスマーカーやドットラインの位置関係
は常に整合がとられるよう制御されている。
【００２３】
　このように本発明に係る画像診断装置によれば、キーボード、マウス又はトラックボー
ルなどの座標入力装置を用いることなく、正確に計測位置を指定することができ、かつ、
正確な計測結果を導き出すことができて、超音波診断における計測処理の精度と効率を向
上させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　以上のように、本発明に係る超音波診断装置は、超音波診断画像の表示部分に付着する
指紋や汚れを防ぐことで超音波画像が見づらくなるという問題を解消でき、また、超音波
診断画像の表示スケールを拡大・縮小することにより、関心領域を正確に指定することが
できて、煩雑な操作を必要とすることなく、正確に計測結果を導き出すことができるとい
う効果を有し、超音波診断における計測処理の精度と効率を向上させることができる超音
波診断装置として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施の形態における超音波診断装置のブロック図
【図２】図１の表示手段と表示・受付手段の表示例を示す図
【図３】従来技術の説明図
【符号の説明】
【００２６】
　１　表示手段
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　２　表示・受付手段
　３　画像表示手段
　４　コマンド解析手段
　５　ズーム確定手段
　６　エリア確定手段
　７　グラフィック表示手段
　８　計算結果算出手段
　９　ＣＰＵ
　１０　操作卓
　１１　計測方法選択ボタン
　１２　画像スクロールボタン
　１３　画像ズーム用ボタン
　１４　計測確定／やり直しボタン
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